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Abnormal Va.riaもionsof Earth-Current Po匂nt泊leacc.ompa.nied 

with the Earthquake, Off the Cape of Sioya, May 23, 1938. 

By T. Yos凶atu.

Abstract: Abnormal variations of ear白・cnrrentpoぬntialsaccomanied wi白色beconspicuo国
側rtbqualte,May 23, 19槌，ares佃diedby the same me泊odof “Difference-Curves”as inprevio国
paper日； tha色民 thediffer阻 ceof pot骨ntiald出ereneesof two independent base lines of必ffere.凶
length inぬesame direction, E-W., reduced to色he句ualbase Ieng曲，泊 whichany variation 
of n凶versaltype such ae recorded simultaneonsly on治emago砧1tgra.phI自由liminated.The same 
re阻 ltshow泊g油erelation betweenぬeearth・current and enr色hquakeis obtained by bo白
色.hecalcwation from the色woindependent po色entialdifferences and a direct me駒 urementwi色h
a special differential galvanometer. (Fig. I). We can find also some variations of eartb・curr岨色s
varying withぬeac色ivityof aft.ersho~. （町g.2). 
It is very inter切色ing仙叫atransient current of about舶 mv/km.are obser\•ed five hours 
beforeぬeearthquake. (Fig：噌8-4).The direction ofぬec町時国iedirec句dtowads the epiぬntre;
strictly E戸aking,it makes an angle 9=3ア.5withぬ自随時W白色direction,whileぬeB世raight
line joining色heepi伺 ntreand油eobsarvatory makes 24＇・.Such a色ypeand magnitude of va-
討atiooasぬisむ姐Sien色currentie observed only on days of n帥r-thnndez官官orm,while no 
thunder w回 beamnearめeobservatory on that day. Th阻 itseems likelyめattbie variation 
may be rela色edtoぬeearぬquake,considering our experi岨 ceson earth-currents hitherもopnbli-
shed姐 dsome electric and luminous phenomenon reporte《Ion白eoccasions 0£ some gr曲品
伺悦hquak卵．
An electric model of出旭志rnnsientcurrent is constructed；ぬatis, a dipole contained in 
the enst-west ver色icalplane passing through the自picentrelies approximately at the hypoぬB主re,
and i絢 axisof l makes an angfe fJ with the eai・th’s surface, havi回gthe cu町entsof +I and 
-I on ho色hends. (Fig. 6). 
We find a very entisfactory coincidence of both calcalated and -0b鴎 n・edvalues of e, when 
6=0.，曲叫ie，曲目 axisof the dipole is parallel色Othe earth’s surface. The determined axial 
Jeng也 l=IO km., when O = 0. This is the飢 memagni卸deas the radius ofぬesphere obぬined
by eome seismologis色s,on which泊ed銅色ructiveforce acぬatぬehypoce前向. The valme of 
I Is aleo deterI凶ned岨 5.4xl0'Am卵． when the s戸eificr飽ietnn回 of the homogE出血.OUSand 
isotropic earth’s ems色iataken凪 IO‘ohins/cm"'.The order of magnitude of the potential 
di佐官enceb白書we阻 bothends of色hedipole is回tilna句dla：喝er色hanlO・vol切 whichmay expla泊
some carious luminous phenomenon reported som的imeebefore色hed関白’uctiveearthquake. 
Fromぬefac旬 ob旬inedabove, we may say tba色theearぬquakeand accompanied transient 
伺前h-cnr:rentare of two different凶rpec旬 ofthe same crustal ene:rgy色目nsforma色ionand曲e
la色鉛rmay be called nu “Unseen-Earthquake". 

I. との地震は近年稀主主大動慌のものにて荻城，蹄島地方には相官の被容を見た．との地域には

約一ヶ月前の 4月25日にち蝦著地震が殻生してゐる．集象要覧に主れば有感飴震58同，無感170

伺徐に蓮し，そのラち5同は小直境地震である・強震前の最近の盟屋崎沖地震を来象要覧によP求

・地電流の地方的立主に局所的研究〈修閥報〉
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めてみると有無感地震の撮は第 1表の如くたってゐる.12 ＆：手 12月より 13年 2J3迄は蛮生同教

が多くたり，3月一時減少して4月には顕著及び小直域地震各一間見てゐる．卸ち地震前にも相官

活動したととにたる．太平洋沖合の深海附近に起忍知憾には払細々たる前騒的地震を仲ふもの

であるが刊 との強震も類似する所がある．既に底a経験した様に本強震前後の地電流の異常痩他

に就いて閥ぺてみると戎の様にえにる．今回は特に早廻しの記録を開始してゐたのT偶然にもとの地

震の前に，今迄とはやL興

った瞬時的大きい費化が見

出され，とれに就いて多少

今迄よりは一歩進めた考察

をしてみた．とれと今迄の

事象との相互関係の如きは衣の機舎にした

II.地電涯の盤電位盤の異常

~ 1 .a俊

i）差電位差の型と大きさ．第 1国は差電位差の饗佑を示す.(d）は差動検流計による測定で，

(D）附論文句如＜ (Bu－判の値を示す・差蹴流計は宙開のため故障にて修理側もた
¥ k J 

〈，園以前のものは調整不十分にて掲げ得たかったのは遺憾でるる．

~ 1 回

町田a同 I h回必，，
州制川.........晶匹l I Eutbii叫・凶 F.orth.Cam叫 PotcAtiols.

Yig. I 

加II'<••........ , ..... I II I (d）｝；町

問pu.＇品仏首 ・:o:<I ,. I 山田.I.,o.o 
八戸＼，ー｝ー－～ヘ ．／・ l

、、ー・ー』’ ~－－· .... "V －－’ {3）』。τ 一一 ’ 121 ... _. 岨写
11) E. .... • 
・句.－.: 1 t.G 

，、 ι －－← ーーー’四－ I ’0 
1主主 ~ E,, ~：. ,,,;---...... ....＿坐
山八 了 ／ー......_ . ..::• ／＼／ー、山電／、／ ¥ "23 . 11a.';!:, 

ペハーー＼／ ¥_/..... v "'---/ ＼ーIJo・-

とれに見るに既に得た様f(地震前相嘗期聞に亙って費佑は至って小さく登髭時に近づくにつれて戎

第に増加してゐる．とれは（d）及び（D）曲線とも同様である．唯 23日正午前後は幾分小さくなっ

てゐるがそれよりは念に大きく皐調に増大して強震に至ってゐる．との費佑は低迷の地震型よb見ι

れぽ一時の減少あるも金値としては差電位差の増大する型，即ち I『型である．前論文めに得アヒ所

によれば盟屋附＂＇附近の海底地震は昭和 10年 4月沼田の鞘顕著地震及び周年12月 21日の鹿島

灘北部の小直披地2重であるが共にか型であって本間強震と同様である．

(1) 石川高見： 三陸沖強震及体波報告、昭和8五匹、

(2), (8）気象.. 車修二斡係十ヨ:L~~悶鋭
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(D) の襲化の大きさは 0.6ミリボルトとなるが前論文より 0.9ミリボルト位が期待される．幾

分小さく出てゐるが，（D）は東西成分のみでみるからとの相遣に関しては決定的君主ととは云へた

い．南北成分に就いては今却蹴ゆであるが本地震には悩殺が得られたカsった

ii）.飴震と差電佼差の型化次に差電位差の費化に就いてか．意すべきは8余震の活動との関係であ

る．第2聞は地震常日のii~.!feであるが，（a）闘中川）＞： は差動検流JI・によるもの， Eの，I~ま基線百米の

もの，矢印地震の所で・強震が発現し地震後は電位差lま著しく小さく主主った．同聞にては時刻はグリ

＝γチ時で・示してある・中央私~Jt！！時で 16 時 50 分頃迄は機械的mi動のため記録は不明瞭である・

17時以後は検流計の零舗も正常に記録されてゐる．と hにまづ跳意される番号化は 16時 46分頃

fi3.2. 
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を最低とし， 17時 6分場i・迄，約 26分間念に下降した嬰佑である．との鑓化はl!Jo,1にも E1.r.It: 

も同じ方向に起ってゐる．従って （d)J：・曲線にもやj然としてゐる．それ故とれが検流計・の機械的原因

によるのでないととは推定されるが 17時の零貼が正常の佐世に杭るととを見てもたしかに電流の

鑓化がある．とれが金〈電極附近のみの費化によるか，それとも地震によるもっと腐い範囲の費化

かは断定出来たいが，電艇の接鱗抵抗の嬰佑によると考へられ友いのはE1JJの方は有殺直デJj抵抗20

寓オームを越え，叉有交交接他t底抗は大きくとも数百オーム以下でるるからである．かりt乙接動によ

る局部的電位差としてもその拠枇される大きさは相蛍のもので東西成分で略ε17ミリボルト毎粁に

たる．向長短隔基：線の最も近き電極聞の距離は時.300米である．

~~に（d)c 曲線中にて強震以後に矢印を附せるは凡て柿岡にて観測した徐践であり，矢；僚に丸を附

せるは有感及び，穂桜動稽敏時間3分以上の比紋的優勢な無感地露である．とれらの地震は亦検流

計の機織的振動により記録紙上にその位也を示してゐる・とれらの後震と地電流の鑓佑とを封Jmし
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てみると興味あるととは，上記主要地震の費生に先って常に念嬰4むが見られる．それはB都を除い

て皆増加してゐる．とれらの製移拙依犬J<B, C, J>, B, Fの符蹴を附して沿いた．就中大きく鑓化

した D都に縦＜ 22時31分頃の地震は線接勤時llIJ5.5分を有し，叉 Fの最大鑓化に続く 6時21分

41の地盤は小前域地震とたってゐる.7時 22分頃の有感地鍵は本箆の蝕震でなく野島曲折，.，’のもの

とされてゐる．とれらの費化は検流；fl・の機械的嬰化でないととは前に遮べたA部の鑓化や，叉R部

の費佑が各検流骨｜・に同様に現れてゐるのを見てもわかる．叉とれがJ'{Lに地鍵後の偶然的たmHI崎の！日

因による鑓佑でないとは断言出来たいが，邸にとの椋fl.lb統的念主主艶佑も地震のJliJ後＇tc見られると

とは前文にも述べたととあわ 3ι何同も同様なととが繰返へされてゐるのを見ても十分考！舷しなく

てはならぬ.E札1は光協iのh支障のため ｝！）時過後は百日正してゐ去にい．父酬の下方直線はiW北成分に

使用するために新綱した差動検i成長十の零麟の試験中のものである．地震の機械的艇動をよくii己録し

てゐる．

111.地贋前の瞬時的鍵化

本聞の地震にて他の主主悲すべき事項は，丁度雷雨時の放電の場合の如〈金〈瞬時的に見える著し

い鑓4むが捕へられたととである．赦近特別危調奈のため市北百米基線の平廻しをll日始してゐたので

偶然の機合に根測されたのであるが，悲しさうでなかったなら恐ら く見出されやにゐたかもしれな

かった．平常の記録にては光ilt.iの強さや，越掴しのために樹くかすかにその跡が見られるのである．

それは23R 11時 5分で地震前5時間14分に起った zr~ s剛はとの鑓化の早創し日己主張の一部であ

る．見る如〈非常に念で塑佑の会長は踊部の不昨日月のため！民聞にても・泣様たがら定められない.2a 

f.Iは実無やL不良で地露首時は！］、問が降ったり止んだりする税庇であった．丁庇ζの鑓化の起る激

介前に~［！鍬接世の鯛暁を終った所であったので来週にも肉！｜民にても費削出来九不思議に思ひ，早L

辿宮崎でもあったかと閥抗したがその様な様子除去にい．制臓によるに地電流がとの秤¥fltの嬰佑を注

すには樹削は齢程接近してゐないと駄目である．空中電｛女差の方の日部象を見てもキI］明しない．でと

の鑓化はどうしても他の版図によると見 1n :I 関

る外はたい．平常の迎廻記妹を見ると第 一一一一一一一一
I c.lnut・

4倒の如〈長基線開紙からのみかすか ？吋~－ pot・

にうt・2占の跡を見出すととが出来た．その

~ 2 表

炉1 -

Eartl珂四泊.. 

活！Jllir~分 I 5~ Ill V/K~f. 従i歳京へ
T'r町、oientCu.rr。n~ l'A7 2~ ， IQ38. ”-s, IOO !lase L1M 

市北成分 I40mV/KM  I/ ~1:-, 
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;) 

饗化の大きさは第2去の如〈なる．電流は震うたの;(:J：る北東に向き，東西方向より北に37.5度の角を

友す，との程度の饗4むの大きさは地電流嵐時には珍らしくたい・倫ζl.l'C.一言注意すべき事はとの地

電流の王手掛しの芸1J時は 悠 4 岡

簡単徴動計と共同であ

るため地震計Kよる地

動と検流計の記録する

地盤記象とは持続に比

較出来る掠にたってゐ

る．との比較によると

地電流按動費化〈穿·~ 3 

開計上方矢印郁〉が2,

:1秒の程度平く起って

ゐる様であるが混線し

(N-S）”τ一一一
Sou七h-higllpot. 

＼ 

／ 

e咽崎．． ‘ 司・・－ 剣町 頃司h甲帽圃駈

てゐるので・その方面から誤差も考へられるので陥貨とは云ひ得たいが，将来の研究の鴛め附言した

い．地盤の直前にはとれ以外に上記の犠完注意：鍵佑は認められなかった．

IV.瞬時的地電涜饗化の考察と地震波初動との閥係

本強震震央は中央集象嵯·~表によれば東経 141.5 度， 北緋 36.7 度となっ℃ゐる．柿問に於ける

験jJ(g結果は初動，束”6.0，北 119.0，下方 150.0ミク田ンで初期徴動機織時間 18秒となってゐ

る.m央距離は柿岡のみの結果でも，完気象援の震央を利用しても殆んど嬰化及く 134粁と求めら
れるに反して，柿問と震央とを結ぶ直線が東西方向とえにす角度は柿岡のみの結果では 22度7完気象議

決定の震央を使ふと 24度となる．本震の畿震機構は震源が海底なるため定め難きも，初動の方向

は官，，華以北及び関西地方は特波で，中部，北陸，関東地方は凡て疎波にたってゐる．〈第 5闘〉．

由来磐城i中，鹿島灘北部地方海底に起る地震は上に類似のやj動分布をなすものが多い．かっτ筑間

博士川はζの地方の地震の強震力として陸地に直角た方向・即ち時ミ東西方向に働く二平行力を考

へたととがある．とにかく今考へてゐる地竃流の瞬時費佑がとの椋な殻震後構と如何に閥係するか

はーケ所のみの親測では不明であるので可能友一つの等慎棋型を呈出し， ζの強電機構Kより質測

された上越瞬時的嬰佑を検してみるととにする．

今第6闘の如く ＋I，とーIの電流i閣がi"IX.る距離を隔て L A, Bに存荘し，且っとれば震央

を合む東西鉛直面内に在るとする.Aの地表投射酷 O を原鮪とし東方に r 軌．北方に w軸をと

(4) 苦手と役； ~:n:.~民館ヨt鋭．
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とすると，

・・・・（3)

しかし，

少くとも現在の場合は震央距離100粁を越えてゐる故恐らく（2）式は成立するであらう．議論は成

立するとして進める・ 撚るときは地表の電場の東西成分， E：＝一三笠，南北成分， Ey＝－~a:c "' ay’ 

震源の深さに相官すると考へる hは時ミその範囲定り居るが， 1は全く未知の重である．

正当、
r.t 

成分 E は下の如く友る．

E, － ρll ‘ 2cos0(x~＋が＋ν）－ 3x(2xcos0+2hsinO+Z) 

－ 
z- ' 47r, (x2+y2+h2y;12 

・・・・（4)3n(2x cos e+ 21• sine＋め
（忽z+y2+h2）帆

"Ti!. －ρIl ＂＂＇世一ー四一・
街T

E＝＇／瓦写ET
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従って任意の騎の地電流が東西方向と友す角 θは，

tanθ＝~ = 8!1(2zcoeθ＋2hsin8+Z) 
、・（5)

- E,. 2c伺 8(x1＋が＋h!)-3.%(22:cos8+ 21uinθ＋Z) 

故に 6が一定してゐると各地に於ける電流の方向が定る．又逆に観測地（.x,y）が一定し℃ゐると

電流源の方位θにより電流の方向は同一でない．今質際問題に合する様に担測舗を一定としたと

き， θのこ，三の特別a値に挽いて嗣ぺてみると，

句nθ＝－ Su’2.%士Zl 上競θ＝0
2(.%'+!1'＋約一3ai(2a:土Z）下蛾 8='1f'
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．
 
．
 
．
 
．
 

、

．．
 
，．ELF－－－
E
S

’
 

若し頁に .%2+!f>h',a:>l. .......・・・（7) とすると（6）は簡寧に戎の如くたる・
2 

θ tanθ 

8ry 
O, 'If' 

~；ーが

哩T s,,. JL 
2. 2 a: 

・・（8)

(7）式の第一項は恐らく成立するでるらう．第二項も現在の場合は成立するものと推定される・（8）式

によれぽ地電流の方向は泌すzしも震央に向かす写，'1f'丈け異り得る．まづ｛的式を使ってθの概算をし

てみるにθxを以て柿岡ーケ所による験震結果より定めたθを表し，叉θxを以て中央集象窪の結果

より求めたθとすると（4）式と見〈らペて第3衰の如くなる．とれより＋I,-1が水平に産る場合が

質測と良く一致する．とれは聾震被構と何かしら相通歩る所l>る様に想はれる．卸ちとの暗流も或は

起震カの働く方向に於て聾現ずるにるらす軍やといふ想俄である．勿論と htc考へてゐるのは一つの

等慣電流系である故に質際に起ってゐる電流系が如何

たるものかは問題とならない．叉と .I.tc考へた模型と

遣ったものを以て説明するととも可能であるかもしれ

たい．要は最も簡明に現象を記載するにある．柿同一

ケ所の結果よりも組合結果の方がより質測と合するの

は官然の様に見える．叉第3衰の結果は上越の h,l 

に封ずる俵定が許容されるものと考へてよい・

従ってヨたは費測θを使って Zを求めてみるととが

量廃 s 5長

θ θE θM ＠伽

。 33・ 37・
守r
22+'1f' 24+7f' 37.5・

2 

'If' ss+'Tf' 37+11 

』s2"" 22 24 2h>l 
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40 
必要である．上の結果より θ＝0,tanθ＝ーであるから（6）式より 1を求めると h=lO粁とする

52 

と， Z=lO粁．とたる．もっとも現在の場合bは省略しても同様である．とLで今一度我々の考

へた等債費電模型を書いてみると，地下hたる距離（恐らく震源、の深さと見られる〉に地面に平行

して，震央を含む東西鉛直面内にて JO粁を隔てL存在する ＋I,-Iの電流系である．

とのZ=lO粁といふととに関聯して想起されるのは我園に於ける強震機構に闘する研究の進歩

である．最近本多，三浦〈町民は S波及びP波の初動の大きさの比が理論的に期待されるよりは

やっと小さく出る場合の説明として，河角，井上氏〈め等が考へた様に震源に於ける起震力の働く球

の半径 αと縦波の波長 lpとの比が有限の場合を論ぜられてゐる．と Lでは嘗然 aの値が求めら

れてゐる．即ち昭和4年 6月 2日の中部地方の深費地震では a=ll粁．叉昭和6年6月29日

の深夜地震では α＝9粁となってゐる．のとれらの値は上に求めた Z=lO粁とよく一致する．本

間の強震でaが如何たる値を採るかは現在確め得友かったが程度には饗佑あるまいと思ふ．勿論 α

或は1は最も考へ易い蛮震或は費電形式の具象4むの範囲を定めるものであるから質際には如何に脚

係するかは問題であるが，最も不安定た地殻弱所，恐らく最後は稜震直域と友るべき部分に瞬時的

地電流も掠起り易いと見るのは踊であらう・従って1の他がaの値と似てゐるのはとの意味に於て

意義があると思はれる．か〈て地震に関係する地電流費佑は盆a確質性を帯びるに至った．今後種

々友強震機構を持った地震に際して既に屡亀雄べた経世襲化以外に，と J.tc遮ペアヒ様1.t念激鑓佑の

捕獲に特別に留意するととも甚だ大切たものと思ふ．

決に電流の大きさ Iを求めてみる・例式にて M ，且つ a:9+y2>hs,x＞÷とたける故

E11＝亘＇.！.---1主主ー ． 
271" (a:s+y句研 I 

E .. ＝ ρIl u2-2a:1 ~ ・……－－－……－－－－…－……（1町一ー一一‘
栂伽（a:！＋的” l

E＝宮高冨3 I 

今 p=IO‘オ戸ム／組銚，Z=lO粁，中央集象韮蛮衰の震央を利用すると，

I=5.4×100アペンア

となる．叉A,B聞の電位差を推定するため，俣りに電流Iが宇笹 rの準値球を電極として出入す

(5) Geopby. Mag. Vol. XI. No. 4.却9-805,l郎8.

(6) Bull. Ear也q.Res. Inst. Vol. 14，反l2-598,1936 ;-Vol. 15 (l回7).地震，7(1935）・

(7）西村源六郎氏も向じ材料It:て，彼の理由歯ょ !1~J様な紡糸を得た， Bull.Earthq. Res. Ina色.Vol.16, 1988 

(817・おS).

’ 地畿の比抵抗pは水分の合有丞によP際ぃ飽闘に努化するが地表附涯の比抵抗は Wenner-GishZ告によ
P測定したものは大圏在10・オームf糧・の程度で他の方法によっても大同小異でるo.
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るとすれば電位差問＝I.B. B：ρ 聞の徹抵抗・ R＝会とみて

r=l粁， p=IO~ ；トム／襲f, 1=5.4×105アンペア，”とすれば

PD=0.9X10・ポルト．

9 

かつて寺国寅彦先生仰は地震に伴ふ蛮光現象の一つの可能注説明として地下水による流動電位差

に滞闘され遁省主主僚件の下では或範囲に IOI¥～106ボルト程度の電位差が生やる可能性がるるとと

を示された．そのとき二重極を考へた場合には軸長を 20粁と採られてゐる．著者が今求めた軸長

は 10粁である．大地震に掬する一つの特殊現象は重光現象であるが地震後に限らす宮地震前にも之

を見たといふ記録も相官ある．ゆとれが金〈信用出来ないものとして一律に棄て去るととは早急で

あらう．現在の如き瞬時電流により蛮光現象は起り得る可能性があるからである．斯様に考へてく

ると，との様た瞬時電流は遡賞主t僚件の下にて起る一つの「見えざる地震」で，機織的た地震も電

流も，一つの地殻勢力の襲佑の異った型に於ける表現とも見える‘

Y・地雷混瞬時的襲化と地球磁語版越の地電流の念灘鍵佑に相官して地磁無の鰻佑は存在する

や否やと寸分注意して調べたが遺憾ながら光踏の跡らしいものは見出されたかった． ζの艶佑が地

磁無のために起ったとすれぽ地磁無の鑓佑は著しく大き〈たるととは日常の経験から推定される．

すでに蟹佑は念であれ叉地電流が相官の大きさの地磁無を起すためには可成の電流密度を必要と

する．例へぽ50ミりボルト／粁の地電位に相賞する表面電流による磁場はH＝勧バ3句）（10-11ガウス，

但し土地の比抵抗は 10・方ーム／桓Sと採る．叉との電流が一様に深さ 10粁に亙って流れてゐると

” 上に遮ベた跨草寺的値化の総領時聞は4金流計の閤有沼#I，務し〈はそれ以下であp，恐ら〈は総裁針は臨界

湖舗にてE軍動的に作用したと見るが妥1tであらう．然るときは同路氏書記れた会ilt匁，:fitQは

Q＝（~）（主）．．2骨、。
ζ.I.. IC T.: 4金流計の固有退期． Io: 絵告露骨十の援.ti,8を奥へる定常常事If. e: 自然封書まの厳令2.72
6,: Q •~J:: る検iJ!i計の掠れ．

古止に電叙盆の遜過した時間を M とすると，同協に流れた官沈4は

i＝笠~－ （主）＆
lit --

東西，甫北爾成分の検~貯の図有遜揚は共に 5 秒であるから

ば 16（子）9,_ 
~t 

従って上~θ の方に俗彰容ないが電波 I, ~は P.D，の大量さは 4t により集る. L¥tが 1秒以下の時は，

上胞の値kりずっと大となる．

(8), (9) T. TeradaらScientificpapers Vol IV. 307-334. 
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すると H=3x10-5ガウス．質際は上に考へた Iの模型でも電流は一様に流れ歩J 叉或部分の電流

肱他部分の電流とは越に作用し得るとと友ど考慮に入れると質測される E はもっと小さくたるで

あらう．雷雨の場合は地電流は著しい費4むをえ記すも地磁気はせいぜい撒ガシマを出友いととたども

参考となる．又急：融危裂佑に封する磁力計偏れの方を考察してみるとp 印輩純の感光度の問題とい

ふよりも結局質測された地電流に相醸した地磁無は測定感度の極少値附近にあったと見るが受賞の

様である．との梼友目的には特別注工夫が必要と思はれる．

YI.結語

I. 盤電位差．

仕）・差動検流計及びEo「旦止の示すPfq差電位差は共に地震前或時刻より議震時進攻第に増大
le 

し，殻震直前にて最大に遺す．とれは今迄底ミ経験した砦電位差の鑓佑と同様である．

(2）.麹佑の型式は Iー型で前論文に得た堕屋崎沖附近の地震と金〈同型である．

(3）.差電位差の艶4むの大さは 0.6ミリボルトで前論文に得た結果からは時ミ 0.9ミVボルトが期

待され，やL小さ〈出た．

（の．飴震の活動に廠やる蓋電位差の襲佑あり，就中優勢主主飴震に前行して，比較的念友電位差の

袈佑が常に伴った．

II. 地節電の瞬時的地電地流．

（月．地震前約 5時聞に略ミ 66 ミりポJレト／粁の臨時的鑓佑あれ通例の遁廻し記録にはかすか

に，叉 1 分 23 粍の早廻記録にはキ~1然と記録された．同時に偶然にも肉眼でも見るを得た．

(2）.との電流は震央の方に向くが，東西方向と 37.5度丈け北に傾〈，震央は東経141ム北緋36.7

度と求められてゐる．

(3）.瞬時的電流が本強震に関係するものとして一つの等償費第模型を呈出した．即ち地下 11（現

在の場合震央距離に比して小さい値友ればよいが．恐らく震源の深さに相官するとせられるもの〉

に東西方向を合む鉛直面内に10粁の距離を隔てム ＋I,-1の電流の流入口の有る電流系でるる．

とれは費削結果とよく一致する電流の方向を奥へる．

（め．上の強電系は強震機構と密接友る関係、ある如く，或は地電流は起震カの働〈程度の範囲に於

て裂さkし，而も地震力の方向に電流も費生するにあらややと思はれる．

（的．電流Iの大きさは時c 5.4×106アンペアとたり，或仮定の下では用端の電位差は 10＇ボルト

以上と注り得て，かつて寺田寅彦先生の地震に伴ふ殻光現象に要すると考へられた電位差の程度の

ものが考へられる．とれより見て大地震前に往々報告されてゐる奇妙た蛮光現象に劃して或質也を

興へる可能性がある．
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III.地電流の瞬時的費佑れこ臆する地球磁筑の饗佑は十分注意して調べた治申j明したかった．

恐ら〈地電流の密度の不足によると，曹、はれる．

事ちりに臨み岡間基長初め諸先輩，同僚に封して深謝する式第である．

〈昭和 13~ 8月〉


